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育
ふ
れ
あ
い
賞
」
を
受
賞
し

た
団
体
で
あ
る
。

「
ス
イ
ミ
ー
」
と
い
う
名

前
は
、
絵
本
に
登
場
す
る
主

人
公
の
魚
の
名
前
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
も
の
で
、
「
自
分

で
考
え
自
分
で
行
動
で
き

る
」
こ
と
を
目
標
に
、
異
な

る
学
校
・
学
年
の
子
供
た
ち

と
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
た
モ
ノ
作
り
な
ど
の

体
験
学
習
を
行
い
、
「
み
ん

な
で
一
つ
の
こ
と
を
作
り
上

げ
る
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

嵐
山
町
放
課
後
子
供
教
室

ス
イ
ミ
ー
は
、
町
内
の
三
つ

の
小
学
校
の
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
、

嵐
山
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し
て
お

り
、
今
年
度
（
活
動
見
学
会

時
点
）
の
登
録
児
童
数
は
五

十
七
人
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
一

人
、
教
育
活
動
推
進
員
一
人
、

教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
二
人

で
、
町
内
の
中
学
校
や
高
等

学
校
の
生
徒
等
も
ボ
ラ
ン
テ

令
和
六
年
十
二
月
二
十
六

日
（
木
）
、
嵐
山
町
教
育
委

員
会
の
御
協
力
の
下
、
嵐
山

町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
放
課
後
子
供
教
室
活
動

見
学
会
を
開
催
し
、
嵐
山
町

放
課
後
子
供
教
室
ス
イ
ミ
ー

の
活
動
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

活
動
見
学
会
は
、
放
課
後

子
供
教
室
の
充
実
を
図
る
た

め
、
放
課
後
子
供
教
室
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ス

タ
ッ
フ
、
市
町
村
担
当
者
を

対
象
に
、
他
市
町
村
の
活
動

現
場
を
見
て
学
び
、
自
身
の

活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
実
施
し
て
い

る
。

●

嵐
山
町
放
課
後
子
供
教
室

ス
イ
ミ
ー
は
、
地
域
と
の
連

携
を
活
動
の
基
本
と
し
て
、

様
々
な
ふ
れ
あ
い
や
体
験
活

動
を
と
お
し
て
、
子
供
の
健

や
か
な
育
成
に
著
し
い
成
果

を
上
げ
て
い
る
団
体
と
し
て
、

令
和
三
年
度
に
「
埼
玉
・
教
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●

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤

原
さ
ん
が
「
今
年
も
一
年
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
、
と
い
う
願
い
を

込

め

て

藁

を

な

う

ん

だ

よ
。
」
と
子
供
た
ち
に
説
明

し
て
か
ら
活
動
が
始
ま
っ
た
。

子
供
た
ち
は
、
お
正
月
飾

り
の
し
め
縄
を
作
る
た
め
に
、

一
生
懸
命
に
藁
を
な
っ
て
い

た
。
な
か
な
か
上
手
く
藁
を

な
え
な
い
子
供
た
ち
に
、

で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
。

今
回
の
活
動
見
学
会
で
は
、

お
正
月
の
し
め
縄
飾
り
を
つ

く
る
特
別
活
動
（
プ
ロ
グ
ラ

ム
名
「
お
正
月
飾
り
づ
く

り
」
）
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
地
域
の
方
を
講
師
に
招

い
て
、
日
本
の
行
事
に
触
れ

る
と
と
も
に
、
学
校
で
体
験

が
難
し
い
で
あ
ろ
う
藁
を
な

う
こ
と
を
子
供
た
ち
に
体
験

し
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
活
動
に
は
、
地

域
の
大
学
生
や
高
校
生
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

て
い
た
。

て
い
る
。
特
別
活
動
は
、
休

日
や
夏
休
み
・
冬
休
み
等
に

月
２
回
程
度
、
幅
広
い
地
域

の
住
民
や
団
体
、
学
校
等
と

連
携
を
し
て
、
普
段
の
学
校

生
活
で
は
な
か
な
か
体
験
で

き
な
い
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。活

動
内
容
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心

に
、
ス
タ
ッ
フ
や
町
担
当
者

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。

●

嵐
山
町
放
課
後
子
供
教
室

ス
イ
ミ
ー
の
活
動
は
、
通
常

活
動
と
特
別
活
動
の
二
種
類

あ
る
。
通
常
活
動
は
、
平
日

の
放
課
後
16

時
か
ら
17

時

ま
で
、
月
３
回
程
度
実
施
し

特集 放課後子供教室見学会
藁をなう様子

【嵐山町放課後子供教室スイミーの通常活動と特別活動】

子供たちに説明する
コーディネーターの藤原さん



あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
例
え
ば
、
嵐
山
町
に
あ

る
遺
跡
、
城
の
探
訪
な
ど
自

課
の
強
み
を
活
か
し
た
体
験

活
動
や
嵐
山
町
役
場
の
他
課

と
連
携
し
た
活
動
を
実
施
し

て
、
子
供
た
ち
に
豊
か
な
体

験
を
し
て
も
ら
え
た
ら
。
」

と
語
っ
て
い
た
。

つ
い
て
い
る
」
傾
向
が
あ
り
、

「
自
己
肯
定
感
」
な
ど
が
高

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

子
供
の
頃
の
体
験
が
豊
富
な

人
ほ
ど
、
「
文
化
的
作
法
・

教
養
」
が
高
く
、
自
立
的
行

動
習
慣
や
探
究
力
が
身
に
つ

い
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
非

認
知
能
力
が
高
い
と
い
う
。

嵐
山
町
放
課
後
子
供
教
室

ス
イ
ミ
ー
は
、
地
域
の
つ
な

が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
地
域
と
一

緒
に
な
っ
て
子
供
た
ち
に

様
々
な
体
験
活
動
を
提
供
し

て
い
る
。
親
の
就
労
状
況
等

に
関
係
な
く
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
放
課
後
子
供
教
室
は
、

そ
の
よ
う
な
子
供
の
頃
の
体

験
機
会
に
、
格
差
を
生
じ
さ

せ
な
い
取
組
で
あ
る
と
感
じ

た
。町

担
当
者
で
あ
る
嵐
山
町

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の

岡
田
氏
は
、
「
子
供
は
、
い

ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
様
々
な
体
験
を
通
し

て
、
子
供
た
ち
の
可
能
性
を

広
げ
て
い
き
た
い
。
も
っ
と

子
供
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が

品
を
作
っ
て
い
た
。

●

子
供
た
ち
が
楽
し
ん
で
活

動
に
参
加
し
て
い
る
様
子
を

見
て
、
「
体
験
格
差
」
と
い

う
言
葉
が
う
か
ん
だ
。
「
体

験
格
差
」
と
は
、
学
校
外
で

子
供
が
行
う
遊
び
や
習
い
事
、

旅
行
な
ど
の
体
験
機
会
を
得

ら
れ
る
か
ど
う
か
、
経
済
的

困
窮
や
社
会
の
孤
立
、
地
域

差
な
ど
の
事
情
で
子
供
に

よ
っ
て
差
が
生
じ
て
い
る
こ

と
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

子
供
の
頃
の
「
体
験
」
は

未
来
社
会
を
担
う
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
に
必
要
な

要
素
で
あ
る
。

子
供
の
頃
の
体
験
が
豊
富

な
人
ほ
ど
、
「
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
こ
と
に
は
、
何
で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
」
と
い
っ
た
「
意
欲
・
関

心
」
や
「
電
車
や
バ
ス
に

乗
っ
た
と
き
、
お
年
寄
り
や

身
体
の
不
自
由
な
人
に
は
席

を
ゆ
ず
ろ
う
と
思
う
」
と

い
っ
た
「
規
範
意
識
が
身
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ス

タ
ッ
フ
が
優
し
く
声
を
掛
け

支
援
す
る
。

事
前
に
打
合
せ
準
備
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
の
連
携
が
素
晴
ら

し
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学

生
も
進
ん
で
子
供
た
ち
と
関

わ
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
、
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
な
っ
て
ど
の
よ
う

に
飾
り
付
け
を
す
る
か
話
し

合
っ
て
い
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
学
生
に
出
来
上

が
っ
た
飾
り
を
見
せ
た
り
す

る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と

作
業
し
、
一
人
一
人
が
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
い
っ
ぱ
い
の
作

特集 放課後子供教室見学会
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こども家庭庁と文部科学省において、放課後児童クラブの待機児童等の早

期解消等による待機児童対策の一層の強化と児童の居場所確保に向け充実を

図り、予算・運用等の両面から令和６～７年度に集中的に取り組むべき対策

として、「放課後児童対策パッケージ２０２５」を取りまとめました。

本パッケージについて、教育委員会関係各課では、特に以下の点を御確認

いただき、関係部局間と連携の上、適切に対応いただきますようお願いいた

します。

文部科学省ホームページ「学校と地域でつくる学びの未来」放課後児童対策

 https://manabi-mirai.mext.go.jp/torikumi/houkago-jidoutaisaku/index.html

放課後児童対策パッケージ２０２５

〇「放課後児童クラブを開設する場の確保」に向けて、学校施設の積極的な活

用を推進すること。その際、学校における働き方改革の観点も踏まえ、学校

施設の管理運営上の責任体制を明確化すること。

〇放課後児童クラブと放課後子供教室の連携を引き続き促進すること。

〇自治体における部局間の連携を密にするとともに、放課後児童クラブ関係者

と学校関係者の間で十分な連携・協力を図ること。この点、総合教育会議や

コミュニティ・スクールの積極的な活用を推進すること。



●
こ
ど
も
読
み
手
誕
生

●
み
ん
な
の
居
場
所

多
目
的
ト
ラ
イ
ル
ー
ム

事
例
タ
イ
ト
ル

こ
ど
も
の
学
び

事
例
発
表
者

大
塚

祥
子

氏

ふ
じ
み
野
市
立
三
角
小
学
校

学
校
運
営
協
議
会
委
員

学
校
応
援
団

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

概
要

●
学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
理

解
の
た
め
に

●
子
供
・
学
校
・
地
域
の
今
日

的
課
題

●
制
度
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

●
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

の
観
点
か
ら

●
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

テ
ー
マ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推

進
～
子
供
の
学
び
を
創
る
～

講

師

朝
倉

美
由
紀

 

氏

 

文
部
科
学
省
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー

 

明
星
大
学
教
育
学
部

特
任
教
授

概
要

先生と地域の人が何気ない会話をできる場があるこ
とが大切だと思った。少し気軽に話し合える場があ
ると、互いの理解が進み、信頼関係の構築にもなる
と感じた。 （学校運営協議会委員）

自校の目指す子供像を地域と共有することは、こ
れまでの学校の活動で足りていなかったのではと
反省。どんな子を育てたいのか活動の目的を見失
わないようにしたい。 （教職員）

地域のリアルを見ることで子供自身が課題を見出し、
そこから深い学びにつながる。コーディネーターとし
て、学校に適格な地域人材を紹介してきた経緯もある。
しかし、地域学校協働活動について保護者の認知度は
低い。保護者に周知させるためには、カリキュラムと
関連づけた活動の可視化は重要と受け止める。
（学校運営協議会委員・地域学校協働活動推進員）

子供の力や心を育てるために考
えることは、学校と地域、相互
の発展につながっていくことだ
ということ。「主語は子供」と
いう言葉が出てきた。子供たち
が実体験を重ね、成長していけ
る活動を推進したい。  

（行政関係者）

参加者の声 ふじみ野市立三角小学校の大塚
さんの素敵なお人柄による発表、
ざっくばらんな鼎談も、聞いてい
て参考になることばがりでした。
学校運営協議会における熟議とは、
新たな行事を創るために話し合う
ことではないということ。既存の
教育活動を効果的かつ重層化する
取組を考えていきたいと思いまし
た。 （教職員）

地域学校協働活動
Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

演
題

埼玉県地域学校協働活動推進フォーラム
令和６年１１月２２日（金） オンライン開催

鼎
談
登
壇
者

朝
倉

美
由
紀

 

氏

文
部
科
学
省
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー

 

明
星
大
学
教
育
学
部

特
任
教
授

竹
原

和
泉

 

氏

文
部
科
学
省
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ち
と
学
校
の
み
ら
い

代
表
理
事

岡
野

正
一

 

氏

越
生
高
校
魅
力
Ｕ
Ｐ
協
議
会

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
」
の
実
現
に
向
け
て

●
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

鼎
談
タ
イ
ト
ル

一
緒
に
創
ろ
う
、
学
校
と
地
域

の
学
び
の
未
来
～
子
供
の
学
び
を
ど

う
す
る
か
～

概
要
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